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佐々木 豊 学識経験者 北海道教育大学教職大学院 特任教授 

寺田 裕子 学識経験者 北海道教育大学釧路校 教授 

穂積 貴美子 社会教育経験者 釧路市女性団体連絡協議会 副会長 

前田 由紀 社会教育関係者 釧路市 PTA連合会 副会長 

齊藤  崇 学校教育関係者 釧路市小中学校校長会 鶴野小学校 校長 

佐藤  宏 学校教育関係者 全釧路教職員組合釧路市支部 景雲中学校 教諭 

高柳 雅史 学校教育関係者 北海道教職員組合釧路支部 北中学校 教諭 
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令和 7年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年７月１７日（木） 

「学校における読書環境の充実」 

令和７年１１月２０日（木） 

「ふるさとキャリアを核とした 

総合的な学習の時間の充実」 

令和７年７月２３日（水） 

「環境教育の充実 

～SDGsの考え方から釧路湿原での 

希少生物保護と開発を考える～」 

令和７年７月１０日（木） 

「子どもの権利について学ぼう 

～いじめへの対応～」 
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≪研究紀要等の発行≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発  行  物 部 数 配 布 先 

１ 

・「算数・数学科授業づくり 

リーフレットＮｏ．３」 

（学習指導・開発研究グループ） 

１０００ 

Ｈ Ｐ 掲 載 

小・中学校 

義務教育学校 

教育関係機関

等 

２ 

・「国語科授業づくり 

リーフレットＮｏ．１」 

（学習指導・開発研究グループ） 

１０００

Ｈ Ｐ 掲 載 

小・中学校 

義務教育学校 

教育関係機関

等 

３ 

・所報「釧路教育」 

Ｎｏ．３２０ 

Ｎｏ．３２１ 

Ｎｏ．３２２ 

３００ 

３００ 

３００ 

Ｈ Ｐ 掲 載 

小・中学校 

義務教育学校 

教育関係機関

等 

４ 

・「子供の発達を支える生徒指導の 

アップデート」リーフレット 

（子ども支援研究グループ） 

１０００

Ｈ Ｐ 掲 載 

小・中学校 

義務教育学校 



年度 受講者

H24 1,907

H25 1,289

H26 1,579

H27 1,506

H28 1,702

H29 1,619

H30 1,483

R1 1,403

R2 557

R3 969

R4 1,193

R5 1,373

R6 1,283

R7 1,010

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７

1,068 935 1,266 1,123 1,424 1,385 1,305 1,265 528 860 1,063 1,256 1,180 915

119.2 108.6 145.9 130.1 163.8 153.4 145.2 142.1 62.6 105 125.4 148.6 141.7 109.7

《研　修　講　座　参　加　状　況》

市内小中教職員 幼・高・一般等

受講者数 929(1211) 50　(29) 31(43)

※（　　）は令和６年度受講者数。

合　　計

　令和７年度は、１７講座を開講した。（令和６年度に開講した研修講座数は１７講座）

比率（％）

≪市立小中教職員参加状況≫　釧路市立小中学校教職員に対する受講者数の比率（％）

管内小中教職員

1010(1283)

※R２は新型コロナウイルス感染症の影響により１４講座のみ開講
※R７はR６と比べ講座数減少に伴い、受講者数も減少
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釧路教育研究センター研修講座 参加人数（令和７年度実績） 

番号 講 座 名 期 日 会 場 対 象 参加人数 

1 
９年間の学びの連続性に向けた国語科

教育の充実 
10 月 6 日（月） 

釧路市立美原小学校 

釧路市立美原中学校 
小・中・義・高 92 

2 
９年間の学びの連続性に向けた 

算数・数学科教育の充実 
12 月 18 日（木） 

釧路市立鳥取西小学校   

釧路市立鳥取西中学校 
小・中・義・高 71 

3 
９年間の学びの連続性に向けた 

外国語教育の充実 
10 月 22 日（水） 

釧路市立朝陽小学校 

釧路市立桜が丘中学校 
小・中・義・高 64 

4 
ふるさとキャリアを核とした 

総合的な学習の時間の充実 
11 月 20 日（木） 釧路市立幣舞中学校 小・中・義・高 55 

5 
文部科学省視学官と学ぶ 

算数・数学科授業の在り方 
7月 18日（金） 釧路市立北中学校 小・中・義・高 64 

6 

不登校の児童生徒への対応 

～不登校理解と一人一人の学びを支え

る学校づくり～ 

7 月 3 日（木） 
釧路市生涯学習センター  

まなぼっと幣舞 
小・中・義 83 

7 校内研修の充実Ⅰ  6 月 9 日（月） 釧路市交流プラザさいわい 
小・中・義 

（研修担当教員対象） 
40 

8 校内研修の充実Ⅱ 12 月 17日（水） 
釧路市生涯学習センター  

まなぼっと幣舞 

小・中・義 

（研修担当教員対象） 
40 

9 

幼保小連携と協働 

～子供の学びのなだらかな接続を目指

して～ 

10 月 27 日（月） 釧路市立昭和小学校 幼・保・認・小・中・義・高 69 

10 
子どもの権利について学ぼう 

～いじめへの対応～ 
7月 10日（木） 

釧路市生涯学習センター  

まなぼっと幣舞 
小・中・義 69 

11 
釧路市の教育 

～採用１年目研修会～ 
8 月 1 日（金） 

釧路市生涯学習センター  

まなぼっと幣舞 

小・中・義 

（採用１年目教員） 
30 

12 

特別支援教育の充実 

～通級指導における課題解決と指導力

の向上～ 

8月 28日（木） 
釧路市生涯学習センター  

まなぼっと幣舞 
小・中・義 59 

13 

環境教育の充実 

～SDGsの考え方から釧路湿原での 

希少生物保護と開発を考える～ 

7月 23日（水） 釧路湿原野生生物保護センター 幼・保・認・小・中・義・高 31 

14 
１人１台端末を活用した情報活用能力

を育成する学習指導の充実 
10 月 16 日（木） 釧路市立興津小学校 小・中・義・高 66 

15 実技研修「書写指導」の充実 10 月 24 日（金） 
釧路市生涯学習センター  

まなぼっと幣舞 
幼・保・認・小・中・義・高 33 

16 学校における読書環境の充実 7月 17日（木） 釧路市中央図書館 小・中・義 45 

17 
公開研に行こう 

～大楽毛小・中学校公開研究会～ 
10 月 30 日（木） 釧路市立大楽毛中学校 小・中・義・高 99 

 

 

 

【釧路教育研究センター 教育講演会】 

講 師 ・ 演 題 等 期 日 会 場 対 象 参加人数 

講師： 長 田   徹 氏  

（文部科学省 初等中等教育局 教育課程課 教科調査官） 

演題： 「ふるさとキャリア教育の推進 

～地域と未来を拓く人づくり～」 

 2月14日（土） 
コーチャンフォー 
釧路文化ホール 

幼・保・認・小・中・ 

義・高・一般 
152 
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令和８年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 ６月 ９日（月） 

「校内研修の充実Ⅰ」 

令和７年１２月１８日（木） 

「９年間の学びの連続性に向けた 

算数・数学科教育の充実」 
令和７年１０月２７日（月） 

「幼保小連携と協働～子供の学びの 

なだらかな接続を目指して～」 

令和７年１０月２４日（金） 

「実技研修「書写指導」の充実」 

釧路教育研究センター 
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１ 運営方針 

    

  釧路市及び北海道における教育目標と教育推進の重点の具現のため、今日

的な教育課題について実践的な調査・研究を実施し、その研究成果を発行物

や研修講座の実施を通して市内各校に広く発信していく。 

また、子供たちの生きる力を育むため、教育行政方針や釧路市学校改善プ

ランを推進する総合的な研修機関として、１人１台端末を最大限に活用した

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図る授業改善を牽引する。 

 

≪事業推進の基本的事項≫ 

釧路市教育委員会の教育行政方針や学校教育推進の指針に基づいて、本市

における教育の振興・発展を図るための調査研究や研修事業を推進する。 

 

（１） 学校教育における今日的な課題に対応するため、専門的で、学校現場

で生きる調査研究を通して教育活動を推進するとともに、研修講座を通

して、教職員の資質向上及び教育実践の深化・高揚を図る。 

 

（２） ＩＣＴ、生成ＡＩの効果的活用を図り、研究センターとしての機能を

生かして、教職員の実践的教育研究の奨励・普及に努める。 

 



　

センター運営審議会

子ども支援
研究グループ

子ども支援研究担当

郷土読本・地域学習担当

寺　嶋　純　哉

稲　垣　宏　治

久　末　卓　矢

（２）　業務分担

職　　　名

　リーダー研修・リーダー会議担当 学習指導・開発研究担当

学校指導課長

総括指導主事
指導主事

研究グループリーダー会議

学習指導・開発
研究グループ

２　教育研究センター執行体制

（１）　機構図

学校教育部長
教育指導参事
（所長）

教育長

氏　　　　　名

本　川　敬　一

畠　山　和　彦

所長

宮　原　美　里

　調査・研究の支援・助言

学習指導・開発研究担当

　調査・研究の推進

　各研究グループの運営

　研修講座等の協力

郷土読本
・地域学習
研究グループ

郷土読本・地域学習担当

　総括・渉外

備　　考担　当　事　務

　総括補佐

子ども支援研究担当

教育指導参事

総括指導主事

研究グループ
リーダー

齋　藤　政　人

　　　鶉　橋　大　志

工　藤　拓　郎

指導主事

赤　本　純　基

佐　藤　義　人

（幣 舞 中）

（鳥取西中）

（青 葉 小）

主 任

副主任

8
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３ 運営の重点及び事業の概要 

（１） 調査・研究 

 ア 重点事項 

（ア）教育の今日的課題を的確に把握し、その実践的・先導的な研究を通して課題 

解決にあたる。 

（イ）効率的な研究体制を確立し、研修講座との関連においてその成果が実践的に 

生かされるようにする。 

 

イ 調査研究概要 

グループ 研   究   内   容 計 画 
担 当 

リーダー 委員 

学
習
指
導
・
開
発 

各種学力調査の分析結果を踏まえた授業

公開と研究協議を通して、各教科における指

導の在り方について研究し、その成果を発信

する。また、ＩＣＴの効果的な活用に係る実

践事例を発信するとともに、「生成ＡＩ利活

用ガイドブック」の策定に係る情報収集を行

う。 

１か年 

計画 
１名 

６名 

小-４ 

中-２ 

子
ど
も
支
援 

釧路市内各校における子ども支援に関す

る課題を踏まえ、発達支持的な生徒指導を踏

まえた教育相談やカウンセリングの方法な

ど、学級経営の基盤となる実践を蓄積し、発

信する。 

１か年 

計画 
１名 

４名 

小-２ 

中-２ 

郷
土
読
本
・
地
域
学
習 

子供たちの自己実現を図り、地域社会に貢

献する意識を育むために、ふるさとキャリア

教育を核とした「総合的な学習の時間」にお

ける探究的な学びの在り方について研究す

る。また、関係機関と連携しながら、郷土読

本「くしろ」の内容について検討を行う。 

１か年

計画 
１名 

４名 

小-２ 

中-２ 
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（２） 研究グループリーダー及び研究グループ委員 

  ア 研究グループリーダー 

     ① 釧路市の様々な教育課題の解決と教員の指導力向上を図るため、実践的な調

査・研究を実施するとともに、各研究グループの研究を推進し、市内各校へ発信

する。 

【業務内容】・各研究グループの運営、研究推進   ・研修講座の運営、協力 

・所報、成果物の発行及び、教育情報の提供等 

・毎週金曜日と研究グループ委員会が開催される火曜日に勤務し、時

間は １７：３０～１９：００ とする。 

② 必要に応じて、教員の指導力向上に向けた協議に参加し、その内容について各 

研究グループの活動に還元する。        

職  名 氏  名 担  当 所 属 校 

主任 齋 藤 政 人 子ども支援研究グループ 幣 舞 中学校 

副主任 鶉 橋 大 志 郷土読本・地域学習研究グループ 青 葉 小学校 

 工 藤 拓 郎 学習指導・開発研究グループ 鳥取西 中学校 

   

イ 研究グループ委員 

釧路市の様々な教育課題の解決と教員の指導力向上を図るため、所属校での実践 

を生かしながら研究グループリーダーとともに研究グループの実践的研究を行う。 

【業務内容】・研究グループの研究推進、成果物の発行・提供    

・毎月２回勤務 

 

■学習指導・開発研究グループ（６名） 

 

 

 

 

■子ども支援研究グループ（４名） 

 

 

 

■郷土読本・地域学習研究グループ（４名） 

氏  名 所 属 校  氏  名 所 属 校 

江 渡 明 香 清 明 小学校  小 林   太 青 陵 中学校 

大 城 卓 也 美 原 小学校  高 木 優 人 桜が丘 中学校 

 

氏  名 所 属 校  氏  名 所 属 校 

本 川 莉 帆 愛 国 小学校  早 川 将 光 共 栄 中学校 

工 藤 智 也 鳥取西 小学校  関 川 優 司 景 雲 中学校 

関 口   愛 興 津 小学校  工 藤 夏 希 大楽毛 学 園 

氏  名 所 属 校  氏  名 所 属 校 

髙 瀨 慎 史 鳥 取 小学校  片 桐 一 成  北  中学校 

鈴 木 貴 子 鶴 野 小学校  谷 口 友 彰 鳥取西 中学校 
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（３）研修講座 

ア 重点目標 
   ① 学校教育における今日的な課題や各学校が求める課題解決につながる 

教育内容や方法等について具体的に検討し、実践的指導力を高める講座 
を設定する。 
 

   ② キャリアステージに応じた教員の主体的な研修ができるよう、授業改 
善や教科指導、教育相談等の講座を開催するとともに、教職員の積極的 
な参加を促し、資質向上を図る。 

 
   ③ １人１台端末の各教科等における個別最適な学びと協働的な学びの一

体的な充実を図るための効果的な活用方法について、実践的な研修を行

う。 
  
   ④ 校内研修の充実を目的としたサポート体制を充実し、各校の研究課題

解決に向けた研修活動への援助・協力を行う。 

 

イ 講座一覧（７～９ページ参照） 

 

（４）その他 

  ・ 関係機関との連携 

    関係機関・団体との連携を密にし、研修の充実と活性化に努める。 
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令和８年度 研修講座事業推進計画 
 

１ 運営の重点 

(1)  釧路市の教育課題に応えるよう研修事業の推進を図り、研修の効果を高めるために研修講座 

  の充実と円滑な運営に努める。 

(2)  教職員の研修意欲を高めるよう研修事業の紹介・啓発に努める。 

 

２ 研修講座について 

(1)  研修講座の受講については、希望参加を原則とします。 

(2)  研修講座の要項については、講座の目的や内容等を確定している範囲で記述しています。 

(3)  研修講座の種類や内容については「第Ⅲ期 釧路市教育推進基本計画」「令和８年度教育行 

政方針」の施策等や、アンケートの要望事項を考慮して設定しています。 

(4)   研修方法は、講義、授業公開のほか、協議、実習・実験、視察・体験・オンラインなどの形 

態も取り入れ、研修効率を高めるよう配慮しています。 

 

３ 受講申し込み手続き 

  研修講座要項も含めて市内・管内に全てメールでの配信を実施しています。  

(1)  下記の要領で受講申し込みをしてください。重点・参加者指定講座につきましては、釧路市

内の学校１名以上の参加を期待していますので、よろしくお願いいたします。 

また、釧路市内の学校には、１人１回以上の講座への参加をお願いいたします。 

なお、「第Ⅲ期 釧路市教育推進基本計画」や「令和８年度教育行政方針」の施策等にかかわ

る(重点・参加者指定)講座につきましては、参加対象を釧路市内の学校に限定している講座が

あることをご了承ください。 

 

 

 

  ・令和８年度研修講座開催通知               ・受講者のとりまとめ 

   （研修講座要項・受講申込書） 

 

  ・受講者の調整                        ・受講申込書の提出 

     

※各講座実施の１週間前を目途に、実施案内、要項及び参加者名簿を申込みのない学校も含めて 

（申し込み漏れを防ぐため）全校にメールで配信しますので、ご確認ください。 

(2)  予定人数に満たない講座が出た場合は、再度、募集を依頼し受講申し込みを受け付けますの

でよろしくお願いいたします。 

(3)  受講申し込み後、やむを得ない事情により受講不可能となった場合は、講座開催の 1週間前

までに、学校指導課学校指導係宛お知らせください。 

(4)  追加申し込みについては、随時受け付けておりますので電話・メール等でご連絡ください。  

（TEL 23-5189   FAX 25－5999  E₋mail: gs-shido@city.kushiro.lg.jp ） 

（5） 受講に当たり、配慮が必要なことがありましたら、受講申込書の「配慮事項」欄に記入して 

   ください。 

 

４ その他 

(1)  各学校、研究団体等の行事や講師の都合などで日程を変更する場合があります。その場合は 

  早期に各学校に連絡いたします。 

(2)  研修講座会場は各学校をはじめ、様々な場所を会場としています。会場等の変更があった場

合は、事前に連絡いたします。 

(3)  特別講座については定員を６０名としており、定員を超えた場合は釧路市内の教員の参加を

優先させていただきます。 

学校指導課学校指導係 

５月 １日(金)※５月実施の講座 

５月２２日(金)※それ以外の講座 

各 学 校 

４月２４日(金)送付予定 
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協力 学習指導・開発研究グループ

小・中・義
─

会場

◎

講座名

7 ◎

期日

9 ●

会場 釧路市立愛国小学校

協力 学習指導・開発研究グループ

授
業

研
修
目
的

全国学力・学習状況調査、釧路市標準学
力検査の分析結果を基にした国語科の授
業公開と研究協議を通して、国語科の授
業の在り方について研修を深める。

協力 学習指導・開発研究グループ

国語科教育の充実

算数科教育の充実

8 ●

講座名 校内研修の充実Ⅰ

6

講座名

〇

会場 釧路市立大楽毛学園

4 ◎

講座名

11月27日（金）
午前～

対象 小・中・義・高

○

国研学力調査官「示範授業」に学ぶ全国学調を
踏まえた数学科授業の在り方

10月20日（火）
午後

対象 小・中・義・高

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

外国語専科教諭による授業公開、研究協
議を通して、外国語科における指導の在
り方、ALTの効果的な活用方法について
研修を深める。

小中連携の視点を取り入れた小・中学校
体育科の授業公開と研究協議を通して、
小中連携における体育科の授業の在り方
について研修を深める。

文部科学省視学官を講師として、小・中
学校における算数・数学科の授業公開、
研究協議、講演を通して、算数・数学科
における学習指導の在り方について理解
を深める。（どちらか１日のみの参加も
可能）

外国語教育の充実

体育科教育の充実

調整中 対象 小・中・義・高

文部科学省視学官と学ぶ
算数・数学科教育の在り方

10月22日（木）午前～
10月23日（金）午前～

対象 小・中・義・高

研
修
目
的

研
修
目
的〇

研
修
目
的

「校内研修の充実Ⅰ」で協議した校内研
修の在り方について振り返り、校内研修
の実際について協議することを通して、
釧路市全体の校内研修の充実を図る。

児童生徒の実態に即した、授業改善を軸
とした校内研修体制の確立を踏まえ、今
年度の各校の校内研修の在り方について
協議するとともに、釧路市全体の校内研
修の充実を図る。

期日
5月15日（金）

午後
対象 小・中・義

生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

授
業

期日
12月18日（金）

午後
対象

研
修
目
的

講座名 校内研修の充実Ⅱ

探究のプロセスに対する理解を深め、各
校の実態調査から抽出された具体的な課
題場面をもとにした演習等を通して、探
究的な学びの充実に向けた実践的な指導
力を養う。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

5月28日（木）
午後

対象 小・中・義・高期日

講座名
授
業

授
業 研
修
目
的

授
業

期日

総合的な学習の時間の充実

会場 調整中

○

会場 釧路市立阿寒湖義務教育学校

研
修
目
的

5

講座名
授
業

期日

授
業

期日 調整中 対象 小・中・義・高
○

会場 調整中

NO.1

◎印：特別重点講座です。市内各学校は１名以上の参加をお願いします。
●印：参加者指定講座です。市内各学校は指定された参加者１名以上の参加をお願いします。
○印：小学校重点講座です。市内小学校、義務教育学校は１名以上の参加をお願いします。
☆印：中学校重点講座です。市内中学校、義務教育学校は１名以上の参加をお願いします。

1

授
業

期日3 ☆

講座名
授
業

2

講座名

期日

会場 釧路市立鳥取西中学校

〇

研
修
目
的

国立教育政策研究所学力調査官を示範授
業者及び講師として、中学校における、
全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ
た数学科の授業公開、研究協議を通し
て、指導の在り方について理解を深め
る。

研
修
目
的

小学校における、算数科の授業公開、研
究協議を通して、算数科における指導の
在り方について理解を深める。

7月17日（金）
午後

対象 小・中・義・高

〇

13



令和８年度　釧路教育研究センター　研修講座一覧

◎印：特別重点講座です。市内各学校は１名以上の参加をお願いします。
●印：参加者指定講座です。市内各学校は指定された参加者１名以上の参加をお願いします。
○印：小学校重点講座です。市内小学校、義務教育学校は１名以上の参加をお願いします。
☆印：中学校重点講座です。市内中学校、義務教育学校は１名以上の参加をお願いします。

NO.2

講座名 幼保小連携と協働
授
業 研
修
目
的

幼稚園または保育園の保育の様子を参観
することを通して、幼児期における特別
支援教育の在り方や小学校との連携につ
いて理解を深める。

期日10 調整中 対象 幼保認・小・中・義
─

会場 調整中

11 ☆

本市の中学生が置かれている現状と不登校・
いじめ等の課題を共有し、ストレスマネジメ
ントを「共通言語」とした重層的支援の理念
を理解するとともに、モデル校（北中学校）
における先行実践をもとに自校での具体的な
指導・支援のイメージを構築し、令和９年度
からの全校展開に向けた実践力を養う。

期日
1月21日（木）

午後
対象 小・中・義

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

講座名 「じぶんメンテ」で拓く、これからの重層的支援
～モデル校の実践に学ぶ、ストレスマネジメント事業の全校展開に向けて～

授
業 研
修
目
的─

音楽の基礎的な能力を育成する指導力向
上を目指し、授業において活用できる指
導法等について学ぶ。

17 ◎

講座名

15

講座名

12

採
用
１
年
目

講座名

16 期日

調整中

環境教育の取組を知るとともに、環境保
全と私たちの生活との関係について見つ
め、教員としての資質向上を図る。

期日
7月2日（木）
午後

対象 幼保認・小・中・義・高
─

会場 調整中

調整中 対象 小・中・義
○

会場 調整中

生成AI、ICTを効果的に活用して子供た
ちの思考を深める具体的な授業像を確立
するとともに、子供たちが主体的にデジ
タル技術を使いこなし、正しい情報を見
極める力を養う指導法を学ぶ。

授
業

「釧路市が目指す授業を基にした授業改
善」をテーマに、中学校区における授業
公開や研究協議を通して理解を深める。

期日 11月20日（金） 対象 幼保認・小・中・義・高
○

会場 釧路市立桜が丘中学校

公開研に行こう
～桜が丘中学校区公開研究会～

授
業 研
修
目
的

講座名 実技研修「音楽指導」の充実
授
業

期日

研
修
目
的

１人１台端末を活用した情報活用能力を
育成する学習指導の充実

研
修
目
的

調整中 対象 小・中・義
─

会場

授
業 研
修
目
的

14

講座名 環境教育の充実
授
業 研
修
目
的

13

講座名
授
業 研
修
目
的

特別支援教育の充実

対象 小・中・義

釧路市の教育
～採用１年目研修会～

各校の現状や課題解決に向けた方策の交
流や個別の指導計画の「指導と評価の一
体化」ついての講話・情報提供等を通し
て、学校全体で取り組む特別支援教育に
ついて研修を深める。

期日
9月28日（月）

午後
─

会場 交流プラザさいわい　大ホール

釧路市の学校教育における現状に係る説
明と演習を通して、釧路市の課題や今後
の教育活動の在り方について理解を深め
る。

期日
7月29日（水）

午後
対象 （市内）小・中・義

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

14
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NO.3

◎印：特別重点講座です。市内各学校は１名以上の参加をお願いします。
●印：参加者指定講座です。市内各学校は指定された参加者１名以上の参加をお願いします。
○印：小学校重点講座です。市内小学校、義務教育学校は１名以上の参加をお願いします。
☆印：中学校重点講座です。市内中学校、義務教育学校は１名以上の参加をお願いします。

特別

講座名
解決志向で描く、発達支持的生徒指導

～教育相談スキル活用強化に向けた伴走型専門研修～
授
業

研
修
目
的

生徒指導をめぐる現状を理解し、解決志
向の視点で認識の枠組みを更新するとと
もに、生徒の個性を伸ばし困難を乗り越
える力を育む「発達支持的生徒指導」の
実践力を養う。

特別

講座名
解決志向で描く、発達支持的生徒指導

～教育相談スキル活用強化に向けた伴走型専門研修～
授
業

研
修
目
的

生徒指導をめぐる現状を理解し、解決志
向の視点で認識の枠組みを更新するとと
もに、生徒の個性を伸ばし困難を乗り越
える力を育む「発達支持的生徒指導」の
実践力を養う。

特別

研
修
目
的

生徒指導をめぐる現状を理解し、解決志
向の視点で認識の枠組みを更新するとと
もに、生徒の個性を伸ばし困難を乗り越
える力を育む「発達支持的生徒指導」の
実践力を養う。

期日 対象 小・中・義
─

①5月20日（水）
③7月9日（木）
⑤10月16日（金）
⑦12月22日（火）
⑨2月17日（水）

②6月1日（月）
④8月26日（水）
⑥11月24日（火）
⑧1月15日（金）
※全て午後～

特別

研
修
目
的

生徒指導をめぐる現状を理解し、解決志
向の視点で認識の枠組みを更新するとと
もに、生徒の個性を伸ばし困難を乗り越
える力を育む「発達支持的生徒指導」の
実践力を養う。

期日 対象 小・中・義
─

①5月20日（水）
③7月9日（木）
⑤10月16日（金）
⑦12月22日（火）
⑨2月17日（水）

②6月1日（月）
④8月26日（水）
⑥11月24日（火）
⑧1月15日（金）
※全て午後～

特別

研
修
目
的

生徒指導をめぐる現状を理解し、解決志
向の視点で認識の枠組みを更新するとと
もに、生徒の個性を伸ばし困難を乗り越
える力を育む「発達支持的生徒指導」の
実践力を養う。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

特別

研
修
目
的

生徒指導をめぐる現状を理解し、解決志
向の視点で認識の枠組みを更新するとと
もに、生徒の個性を伸ばし困難を乗り越
える力を育む「発達支持的生徒指導」の
実践力を養う。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

特別

講座名 特別支援教育コーディネーター研修　全体研修
授
業 研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

特別

講座名 特別支援教育コーディネーター研修　全体研修
授
業 研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

期日
5月8日（金）
午後

対象 （市内）小・中・義
─

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

期日
5月8日（金）
午後

対象 （市内）小・中・義
─

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

特別

講座名
特別支援教育コーディネーター研修　認定研修

ベーシックコース
授
業 研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

特別

講座名
特別支援教育コーディネーター研修　認定研修

ベーシックコース
授
業 研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

期日
7月14日（火）
午前～

対象 （市内）小・中・義
─

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

期日
7月14日（火）
午前～

対象 （市内）小・中・義
─

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

特別

講座名
特別支援教育コーディネーター研修　認定研修

アドバンスコース
授
業 研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

特別

講座名
特別支援教育コーディネーター研修　認定研修

アドバンスコース
授
業 研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

期日
8月28日（金）
午前～

対象 （市内）小・中・義
─

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

期日
8月28日（金）
午前～

対象 （市内）小・中・義
─

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

特別

研
修
目
的

特別支援教育コーディネーターとして、
学校内外の関係機関と連携し、効果的な
支援体制を構築・運営するための専門性
を習得し、全ての児童生徒が適切な支援
を受けられるインクルーシブ教育システ
ムを構築する資質・能力を養う。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

特別

講座名 特別支援教育コーディネーター研修　継続研修①～③
授
業 研
修
目
的

認定研修で培った基礎的な知識・技能を発展さ
せ、個別の事例検討を通じた実践力の深化、コー
ディネーターがリーダーシップを発揮する学校全
体への特別支援教育に関する実践力・視点の波
及、および関係機関との連携協力体制の強化を図
り、地域全体で全ての子どもを支えるインクルー
シブ教育システムの実現に貢献する。

特別

講座名 特別支援教育コーディネーター研修　継続研修①～③
授
業 研
修
目
的

認定研修で培った基礎的な知識・技能を発展さ
せ、個別の事例検討を通じた実践力の深化、コー
ディネーターがリーダーシップを発揮する学校全
体への特別支援教育に関する実践力・視点の波
及、および関係機関との連携協力体制の強化を図
り、地域全体で全ての子どもを支えるインクルー
シブ教育システムの実現に貢献する。

特別

研
修
目
的

認定研修で培った基礎的な知識・技能を発展さ
せ、個別の事例検討を通じた実践力の深化、コー
ディネーターがリーダーシップを発揮する学校全
体への特別支援教育に関する実践力・視点の波
及、および関係機関との連携協力体制の強化を図
り、地域全体で全ての子どもを支えるインクルー
シブ教育システムの実現に貢献する。

期日 調整中 対象 （市内）小・中・義
─

特別

研
修
目
的

認定研修で培った基礎的な知識・技能を発展さ
せ、個別の事例検討を通じた実践力の深化、コー
ディネーターがリーダーシップを発揮する学校全
体への特別支援教育に関する実践力・視点の波
及、および関係機関との連携協力体制の強化を図
り、地域全体で全ての子どもを支えるインクルー
シブ教育システムの実現に貢献する。

期日 調整中 対象 （市内）小・中・義
─

特別

研
修
目
的

認定研修で培った基礎的な知識・技能を発展さ
せ、個別の事例検討を通じた実践力の深化、コー
ディネーターがリーダーシップを発揮する学校全
体への特別支援教育に関する実践力・視点の波
及、および関係機関との連携協力体制の強化を図
り、地域全体で全ての子どもを支えるインクルー
シブ教育システムの実現に貢献する。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

特別

研
修
目
的

認定研修で培った基礎的な知識・技能を発展さ
せ、個別の事例検討を通じた実践力の深化、コー
ディネーターがリーダーシップを発揮する学校全
体への特別支援教育に関する実践力・視点の波
及、および関係機関との連携協力体制の強化を図
り、地域全体で全ての子どもを支えるインクルー
シブ教育システムの実現に貢献する。

─

会場 生涯学習センター「まなぼっと幣舞」

コーチャンフォー
釧路文化ホール
大ホール

令和８年度　釧路教育研究センター　教育講演会
対　　象 講師・講演内容 会　　場

令和８年１０月１０日(土) 午後
幼稚園・保育園
認定こども園
小学校・中学校
高校・一般

クリプトン・フューチャー・メディア株式会社
代表取締役　伊　藤　博　之　氏
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【北海道通信 令和７年６月１７日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北海道新聞 令和５年１０月１８日】 

資料 
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【北海道通信 令和７年７月１４日】 
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【北海道通信 令和７年７月３１日】 
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【北海道通信 令和７年１１月５日】 
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【北海道通信 令和７年１１月６日】 
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【北海道通信 令和７年１１月１１日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北海道通信 令和６年１１月２７日】 
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【北海道通信 令和７年１１月１３日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北海道新聞 令和７年２月９日】 
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【釧路新聞 令和７年１２月２０日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【北海道新聞 令和７年１２月３０日】 
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【北海道新聞 令和８年２月１５日】 

 
 

 

 

【釧路新聞 令和８年２月１９日】 
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【北海道通信 令和８年２月１９日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


